
ユニットコンピテンス 
卒業コンピテンスに対する達成レベル

（臨床検査・臨床遺伝ユニット） 

Ⅲ．医学および関連領域の知識と応用 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 医学・医療の基盤となっている以下の基礎、臨床、社会医学等の知識を有し、応用できる。 

1 人体の構造と機能 

１）基準範囲（正常値）と臨床判断値の概念を説明できる。 

２）検査値の検査前変動要因を列挙して説明できる。 

３）遺伝子，ゲノム，染色体の概念を説明できる。 

４）遺伝子の異常がどのように疾病を引き起こすのか説明できる。 

５）末梢血液検査の目的と適応を説明し，結果を解釈できる。 

Ｂ 

基盤となる知識の修得が単位認定

の要件である（Basic） 

4 病因と病態 

１）代表的な自己免疫疾患とそれに関連する自己抗体を列挙して説

明できる。 

２）抗核抗体の染色型とその対応抗原を説明できる。 

３）膠原病の疾患標識抗体とその意義を説明できる。 

４）臓器特異的自己免疫疾患の発症メカニズムを説明できる。 

５）ビリルビン代謝とその異常について説明できる。 

６）遺伝性疾患における遺伝形式を説明できる。 

Ｃ 

Ⅳ．診療の実践 

千葉大学医学部学生は，卒業時に 

 患者・生活者を尊重し、安全で質の高い診療を実施するために、以下のことが適切に実施できる。 

5 臨床推論により診断ができる。 

１）貧血について検査値から成因を鑑別できる。 

２）出血・血栓傾向の診断に必要な検査とその鑑別ができる。 

３）白血球増加や白血球減少をきたす疾患を鑑別して説明できる。 

４）蛋白尿や血尿をきたす疾患を鑑別して説明できる。 

Ｃ 

基盤となる知識の修得が単位認定

の要件である（Basic） 
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検査の必要性を判断し、検査結果を解釈できる。 

１）検査の診断効率に関する用語を説明できる。 

２）臨床検査で用いられる代表的な測定法とその原理について理解

する。 

３）カットオフ値とROC曲線について説明できる。 

４）腫瘍マーカーを体系的に分類し，その臨床的意義と限界につい

て説明できる。 

５）血清蛋白関連検査について，基本事項について説明できる。 

６）遺伝子異常の診断にどんな方法が用いられているか説明できる。 

７）タンパク質解析（プロテオーム解析）を用いた疾病診断につい

て説明できる。 

８）骨髄検査やリンパ節生検等の血液特殊検査の目的とその意義を

説明できる。 

９）腎疾患の診断の進め方を説明できる。 

10）腎機能検査法を列挙し，その診断的意義を説明できる。 

11）消化管疾患，膵疾患の診断における検体検査の位置づけを説明

できる。 

12）Helicobacter Pylori関連検査とその特性を説明できる。 

13）便潜血反応などの糞便検査とその臨床的意義を説明できる。 

14）肝炎ウイルスとその診断マーカーを列挙して説明できる。 

15）いわゆる肝機能検査とその臨床的意義を説明できる。 

16）肝の各病態（線維化・脳症など）を特異的に反映するマーカー

を列挙して，説明できる。 

17）糖尿病の診断と治療の経過観察に必要な検体検査とその測定法

を説明できる。 

18）高脂血症の診断に必要な検体検査とその測定法を説明できる。 

19）甲状腺疾患の診断に必要な検体検査とその測定法を説明できる。 

20）視床下部・下垂体疾患の診断に必要な検体検査とその測定法を

説明できる。 

21）検査室で実施する細菌検査について理解する。 

22）細菌検体の取り扱いについて理解する。 

23）グラム染色の鏡検所見を解釈することができる。 

24）細菌感染症の血清診断，遺伝子診断の特徴を理解する。 

25）細菌検査のデータの解釈し，診断および治療方針を立てる手順

を理解する。 

26）感染症法で求められる微生物検査を理解する。 

  新しい診断技術である質量分析法について理解する。 

  感度，特異度，真の陽性率，真の陰性率，positive predictive 

value, negative predictive valueを理解して，適切な治療方針

をたてる。 

Ｃ 



27）各検査方法の迅速性に注目し，臨床現場からみた検査オーダー

を考える。 

28）神経変性疾患の臨床遺伝学的検査について説明できる。 

29）臨床上重要なファーマコゲノミクスPGx（遺伝子多型・変異と分

子標的薬の作用機序との関連）を説明できる。 

30）神経生理学的検査の概略を説明できる。 

31）髄液検査とその診断的意義について説明できる。 

32）遺伝子関連検査の分類を理解できる。 

33）遺伝子関連検査のために必要な手技の概要を知る。 

34）先天代謝異常症の疾患概略（代表的なもの）を説明できる。 

35）新生児マス・スクリーニングの目的・方法などを理解する。 

36）ミトコンドリア呼吸鎖異常症について概略を理解する。 

37）輸血療法に必要な検査，および輸血療法の方法と合併症につい

て概説できる。 

38）がん遺伝子パネル検査について説明できる。 



ユニットコンピテンス 
卒業コンピテンスに対する達成レベル

（臨床検査・臨床遺伝ユニット） 

10 Evidence-based medicine （EBM）を実践できる。 

１）遺伝カウンセリングの概要とその意義について説明できる。 

２）発症前診断・保因者診断における遺伝カウンセリングの重要性

を理解する。 

３）周産期医療における臨床遺伝の意義・重要性を理解する。 

Ｃ 

 


